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中　根

駅名

柳が丘･柳沢美田多･相金･三反田班

平磯･平磯清水町自治会

磯崎町自治会

七町目･牛久保町和田町･殿山町

釈迦町
幸　町
湊泉町

田中町･小川
龍ノ口町
関戸町

阿字ケ浦自治会

11月3日（日）10月6日（日）

那珂湊

殿　山

平　磯

磯　崎

阿字ケ浦

沿線や各駅の清掃・環境
整備ありがとうございます

ご利用
 ください!

湊線沿線の「いま」がわかる! 応援団・海浜鉄道の最新情報はパソコン･スマホ（携帯）でチェック!
【応援団関係】
◇ホームページ　http://minatosen.com/（湊線どっと混む）
◇フェイスブック　http://www.facebook.com/MinatoLineSupporters
◇ツイッター　 http://twitter.com/keha601
◇おさむツイッター　 http://twitter.com/minato_osamu

【海浜鉄道関係】
◇ホームページ　http://www.hitachinaka-rail.co.jp
◇ツイッター　 http://twitter.com/minatoline
※「ひたちなか海浜鉄道」「おらが湊鉄道応援団
facebook」でそれぞれ検索もできます。

湊線乗車でおトクを実感！

「乗車特典サービス」
★乗車特典サービスは、湊線に乗車したお客様に駅員ま
　たは応援団が発行する「乗車証明書」（当日限り有効）
　を参加店舗に提示することにより各店独自の優待が受
　けられるサービスです。現在沿線72店（施設）が参加し、
　お買物や宿泊で優待があります。
★サービスは乗車当日なら、何店でも利用できます。
★参加店名簿は、那珂湊駅待合室に常備してあります。
　また、海浜鉄道HPと応援団facebook･HPでも随時
　更新しています。ぜひご利用ください。

おらが湊鐵道応援団 〒311-1222　茨城県ひたちなか市海門町2-8-13（ひたちなか商工会議所那珂湊支所内）
　　　 TEL 029-263-7811　FAX 029-263-6859　E-mail：minato@hcci.jp

＜発行＞
ひたちなか海浜鉄道 那珂湊駅  ひたちなか市釈迦町22-2
TEL 029-262-2361　FAX 029-262-5866

　ローカル鉄道の経営と、地域との共生を学ぶ第1回「ローカ
ル鉄道サミット」が8月24日、しあわせプラザで開かれました。
サミットには吉田社長のほか、鉄道ファンで知られるミュー
ジシャンの向谷実さん、由利高原鉄道社長の春田啓郎社長、
銚子市観光プロデューサーの向後功作さん、中川大・京都大
学教授、清瀬一浩・茨城県観光物産課長の6名がパネリストと
して参加。パネリストのみなさんは地域の資源としてローカ
ル線を再認識することが大切などと強調しました。

　湊線は大正2年（1913）12月25日に、当時の湊鉄道株式会社が勝田ー那珂湊間で運行を開始してから、今年
で開業100周年の大きな節目を迎えます。これを記念する「湊線開業100周年祭」が10月27日（日）10時～
15時に那珂湊駅・阿字ケ浦駅に加えて、那珂湊商店街特設会場で開催されます。
　時代の荒波にもまれ、廃線と大震災の危機を乗り越えた湊線。これからも地域の活性化に貢献し、地域や多く
の湊線ファンとともに歩み続ける鉄道としての姿をこのイベントを通して強くアピールします。

【那珂湊駅】
◎記念式典（10:30～11:30）
　・湊線貢献者表彰式　
　・その他、サプライズ企画
◎100周年イベント（13:00～14:30）
　・銚子電鉄との姉妹鉄道提携調印式
　・鉄道グッズオークション
◎応援団制作のHOゲージ展示・走行など
　※応援団ギャラリー・キハ203車内

【那珂湊商店街特設会場】※けんしん駐車場
◎那珂湊商店街による「食」の提供
◎鉄道会社による物販
　※北総鉄道・銚子電鉄・いすみ鉄道など
◎100周年記念グッズ販売
　※記念乗車券・ピンバッジ・タイピン

【その他】
◎金上駅臨時駐車場
◎旧型車輌連結運行

【阿字ケ浦駅】
◎応援団ジオラマ委員会制作のNゲージ展示
◎みなと源太ライブ　◎模擬店出店

開業100周年おめでとうございます リレー
随 想

磯崎郵便局長 森　田　清　仁 さん

NEW

各駅清掃は第1日曜日、朝8時
30分～8時50分。中根駅は
朝7時30分～実施しています。
※10月12日（土）朝は、那
珂湊駅西のハマギク花壇の環
境整備があります。ご協力を
お願いします。

　海浜鉄道はおかげさまで、輸送人員は着実に増加、収支改善も進んでいます。また、沿線の皆さんとの連携によ
り「鉄道を活用した地域活性化」も少しずつ実を結んでいます。こうした、市民・行政・事業者一体となった「ロ
ーカル鉄道と地域の活性化」については、ひたちなか市が全国の最先進地事例と言えます。
　これを全世界にアピールすることにより「ひたちなか」をブランド化するととも
に全国の先導を担おうと、今回「第１回ローカル鉄道サミット」「ローカル鉄道・
地域づくり大学サマースクール」を開催いたしました。
　地域の方々にもご協力をいただき、結果は大成功。両イベント合わせて参加者は
300名以上を数え、みなさんが感動と大きな収穫を得て帰路につかれました。
　当社ではこれに自信を得、本事業をさらに発展させ、地域活性化のお手伝いをし
ていきます。これまで以上のご支援をよろしくお願いいたします。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（海浜鉄道・吉田社長 談）

MMM
みなとメディアミュージアム

湊線開業100周年
　私の出身は水戸市内ですので、正直なと

ころ湊線の利用頻度はさほど多くはなく、

強い記憶として残っていることといえば小

学生から中学生にかけて、阿字ヶ浦の海水

浴場に親同伴ではなく、子供だけで遊びに

来たことです。当時はこの子供だけでの遠出、

しかも電車・汽車を利用してとなると胸が

躍り前日より興奮していたことを覚えてい

ます。阿字ヶ浦駅で下車したときのなんとも言えない夏の匂いと多

くの乗客の熱気も印象深い思い出となっています。

　その湊線が開業１００周年を迎えると伺い、心からお祝いを申し

上げます。湊線をこれまで支えてきた、ひたちなか海浜鉄道・吉田

社長をはじめ、おらが湊鉄道応援団や多くの関係者の方々に地域の

郵便局を代表し厚くお礼申し上げます。今後も湊線が地域の身近な

交通手段であることはもちろん、鉄道ファンや子供たちに夢を与え

る存在であり続けることを強く願っています。

　今、湊線は地域と密着したイベントや様々な企画を頻繁に行い、

より魅力的に生まれ変わろうとしていると私は感じています。この

ような湊線に対し、私はもちろんですが、ひたちなか市内の１５局

の郵便局は地域の発展に寄与するという観点より、微力ではありま

すが、湊線と共に地域に貢献して参りたいと考えております。

※ひたちなか市内の特定郵便局長会ではこのほど、地域の発展に貢献
　する活動の一環として、局長さん全員が応援団に加入しました。

沿線
イベント
沿線
イベント

■25日から湊線 応援絵手紙展
　7～8月に湊線車輌内に全国から寄せられた絵手紙
とうちわを展示した「湊線・絵手紙応援隊」の山口浩
子さんが中心になって、9月25日（水）から30日（月）
まで、勝田駅東口の市民交流センターコミュニティギ

ャラリー1階（win-winビル）で「湊線 応援絵手紙展」を開催。時間は
10時～20時（初日13時から、最終日16時まで）。会期中の28日午
後には湊線に乗車してのスケッチも計画しています。また、同ギャラ
リーでの展示後は、10月3日から車輌内に展示予定。【問合せ】山口
さん（029-226-0993）へ。

■29日にふれ愛 うたごえ列車
　勝田ー阿字ケ浦間の貸切乗車で車内やホームで合唱や演奏を楽しむ
「ふれ愛 うたごえ列車」が今年も9月29日（日）に運行されます。受
付は正午から勝田駅東口win-winビル1階で。午後1時15分勝田発の
湊線に乗車し、午後4時過ぎに勝田帰着。【問合せ】市民交流センター
ひたちなか･ま（029-276-0101）
■海浜公園･コキアカーニバルへは湊線と無料シャトルバスで
　国営ひたち海浜公園で開催中のコキアカーニバルに合わせて、10月
14日までの土・日・祝日に阿字ケ浦駅と海浜公園南口･西口を往復する
無料のシャトルバスが運行されています。シャトルバスは朝9時台～
夕5時台まで湊線の発着時刻に合わせて
運行され便利です。また、勝田駅湊線
窓口と那珂湊駅では毎日、湊線1日フリ
ー乗車券と海浜公園入園券がセットに
なったおトクなクーポン（大人1,000円、
シルバー900円、中学生800円、小学
生500円）も販売しています。

祝
10
月
27
日
日

湊線を走った往年の名車たち

おもなイベント

湊線応援ピンバッジ
1口　1,000円
（シリアルナンバー入）

100周年に向けて作業が進む
応援団のHOゲージ

大賞に工藤さんの「太虚」
　8月11日から約3週間、湊線沿線や商店街で開催され
たみなとメディアミュージアム（MMM）は、最終日の

31日に表彰式がおこなわれ、今年出品された37作品の中から大賞に東京芸大大学
院生・工藤湖太郎さんの「太虚」（たいこ）が選ばれました。「太虚」は「脱乾漆」
という手法で、マンモスの頭蓋骨をほぼ実物大でつくり、高さは3.5m。大谷石造
りの倉庫を改造した那珂湊駅北側の「百華蔵」に展示されました。このほか、10
作品に海浜鉄道や商店街などから各賞が賞品とともに贈られました。 工藤さんと作品の「太虚」

ローカル鉄道サミット

大震災で決壊した溜池の土砂に埋まった
田んぼでも台風前に稲刈り（9/14）


